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49153 - 北陸電力健康保険組合

組合コード

組合名称

形態 非常勤

被保険者数 （平成27年度予算 注）

　* 特例退職被保険者を除く。

特例退職被保険者数

加入者数（平成27年度予算 注） 20,372名

適用事業所数

対象となる拠点数

保険料率（平成27年度 注）*調整を含む。

全体 被保険者 被扶養者

特定健康診査実施率（平成25年度） 80.2% 95.2% 48.5%

特定保健指導実施率（平成25年度） 50.5% 51.9% 33.8%

13,854

10,748

15,500

54,720

3,220

21,683

119,725

4,906,988

2.44

　（注）記載要領参照

0顧問医

3

13

保健師等 0

保健師等 1

常勤

健康保険組合と事業主側の医療専門職

（平成27年3月末見込み）

保

健

事

業

費

予算額（千円）

(平成27年度 注)

被保険者一人当たり金額

（円）

12,357

0

健保組合

0

2,238

1産業医

事業主

0

165ヵ所

92.0‰

27ヵ所

特定保健指導事業費

保健指導宣伝費

疾病予防費

体育奨励費

直営保養所費

特定健康診査事業費

その他

1,109

1,600

5,648

332

49153

9,689名

男性82.5%（平均年齢43.5歳）*

女性17.5%（平均年齢42.0歳）*

0名

北陸電力健康保険組合

単一

a/b×100 （%）

小計　…a

1,430

経常支出合計（千円）　…b　

STEP１-１ 基本情報 「全健保組合共通様式」 
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(千人) 

男性（被保険者） 男性（被扶養者） 女性（被保険者） 女性（被扶養者） 

・北陸電力を母体としたグループ企業の健保であり、「エネルギー関連事業」の他、「生活サービス事業」から「製造業」まで、事業所の業種は多岐にわたる。 

・適用事業所のうち、２２事業所が富山県内に集中。 拠点は、大部分が北陸３県内に点在している。 

・被保険者は、男性比率が８３％と高く、３０代後半から６０歳にかけての層が厚い。     ・当健保組合には、医療専門職が不在。 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

8,2 10,1 11,3 14,7 21,2 23,1 24,0 25,0 27 36

資格
対象

事業所
性別

対象

者

1
特定健診　　（被

保険者）

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

事業主が行う定期健診と併せて共同実施

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 0 4

1
特定健診

（被扶養者）

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

受診券及び受診案内を送付し、受診機会の拡

大を図る

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 13,128 4

特

定

保

健

指

導

事

業

3 特定保健指導

【目的】

特定保健指導の受診率向上

【概要】

事業所ごとの対象者名簿を支部に渡して実施

までの運用を支部主体で実施

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準

該当

者

9,831 4

7
ジェネリック医薬品

の使用促進通知

【目的】

調剤医療費の軽減

【概要】

慢性疾患者・長期服薬者への促進通知の送

付

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準

該当

者

30 4

7
「医療費のお知ら

せ」の発行

【目的】

受診状況、医療費負担の認識向上

【概要】

医療費のお知らせの発行

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74

基準

該当

者

830 5

7
機関紙発行及び

ホームページ

【目的】

情報発信、健康意識の醸成

【概要】

機関紙「けんぽビュー」発行とホームページによる

事業や健康情報の発信

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～

（

上

限な

し）

全員 5,410 4

社内イントラネットや圧着ハガキにて

毎月発行

機関紙発行　年２回宛に自宅郵

送

ホームページ更新　随時

保

健

指

導

宣

伝

予算

科目

注１】

事業

分類

事業名 事業の目的および概要

特

定

健

康

診

査

事

業

課題及び阻害要因

・毎回保健指導対象となるリピー

ターの対策

受診券配布数：2,861名

受診者数：1,488名

受診率：　52.0％

・自宅宛に受診券及び受診案内を

送付

・巡回型の家族向け女性健診（※

疾病予防に記載）による受診機会

の増加

・健診に対する理解不足

・各事業所に健診結果の速やかな

提供を依頼し、定期的にフォローを

実施

・健診結果の通知が各事業所マ

ター

・通知回数の検討

・受診状況や医療費・給付費額を

お知らせし、医療費のしくみをＰＲ

・機関紙は、自宅送付により、被扶

養者にも情報共有が図れる

・ホームページはタイムリーな情報提

供が可能

注2)

評価年齢

対象者
事業費

(千円)

通知回数：年2回

年間通知者数：400名

ジェネリック薬品使用率　45.4％

・抽出条件を毎年見直していくこと

で、広く使用促進をＰＲ

振り返り

【動機付け支援】

実施者数　287名

実施率　58.8％

【積極的支援】

初回面談　256名

修了者数　249名

終了率　97.2％

脱落者数　 7人

・事業所担当者との日程／会場調

整を密に行うことで、対象者の保健

指導参加率を確保

受診者数　5,580名

実施率　　　92.0％

実施状況・時期 成功・推進要因

・機関紙の発行回数が少ない

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

1 人間ドック

【目的】

総合ヘルスチェックおよび疾病の早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成（25,000円／人）

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 30,370 4

1 がん自己検診

【目的】

新生物疾患の早期発見（スクリーニング）

【概要】

受診者に対する費用助成（約2,000円／

件）

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 4,000 4

1 乳がん検診

【目的】

乳がんの早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成（約3,000円／

人）

被保険者 全て 女性 30 ～ 74 全員 915 4

1
家族向け女性健

診

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

利便性の高い巡回型の健診を導入し、受診機

会を増加

被扶養者 全て 女性 35 ～ 74 全員 9,650 4

1 ＰＥＴ検診

【目的】

精密検査によるがん疾患の早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成（30,000円／人）

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 600 3

7
インフルエンザ予防

接種

【目的】

ワクチン接種奨励による重症化予防

【概要】

接種者に対する費用助成（1,000円／人）

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 64 全員 10,000 4

・職場巡回型の集団検診実施で受

診機会、利便性を向上

受診者数：1,190人

・５１箇所の医療機関と契約し、

受診の利便性向上

・新規受診者対策として、４０歳か

ら６０歳まで５歳ごとの節目年齢

の受診について、費用助成を５，

０００円増額

・手軽で簡単に申込できるスクリーニ

ング検査

・広報誌と同封して送付

・有所見者への受診フォロー実施

・新規受診者の開拓

・被扶養者の受診促進

大腸がん受診者数：820名

胃がん受診者数：530名

肺がん受診者数：330名

前立腺がん受診者数：230名

子宮がん受診者数：280名



【有所見者の早期治療】

有所見者数：231名

ポリープ切除：7名

ピロリ菌駆除：29名

利用者数：10,261名

利用率：　50.7％

疾

病

予

防

受診者数：686名

受診率：21.4％

利用者数：　5人

受診者数：260名

実施率：　18.1％
・小規模拠点の受診促進

・実施時期が毎年固定

・費用が高額で、利用者が少ない

・接種率が高い

・従業員は事業主の協力を得て、

職場での巡回接種を実施

・巡回接種時の希望人数調整

（早い回に偏る）

・健診日や巡回健診会場の拡充

・特定健診項目と婦人科系がん検

診をセット

・先端サービスの提供
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49153 - 北陸電力健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

7
家庭常備薬の配

布

【目的】

安価な常備薬の斡旋

【概要】

購入希望者への有償斡旋

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 40 5

7 契約スポーツ施設

【目的】

健康の保持増進

【概要】

契約施設利用者への費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 2,590 4

7
健康ウオーキング

登録

【目的】

歩くことでの健康保持増進

【概要】

歩数登録ＷＥＢサイトの費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 130 1

直

営

保

養

所

7
山中グループ保養

所

【目的】

心身の保養

【概要】

保養所でのリフレッシュ

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～

（上

限な

し）

全員 21,600 2

そ

の

他

(

予

算

措

置

な

し

)

契約施設：10箇所

利用者数：8,800名

直営保養所：１箇所

利用者数：9,650名

・各地域に契約施設がある

・運動習慣の動機付け

・季節に応じた来館ＰＲ強化

・山あいの温泉地にあり季節感豊富
・施設の老朽化

登録者数:：　75人

体

育

奨

励

利用者数：5,019名

疾

病

予

防

・運動習慣の動機付け ・登録者数が少ない

・斡旋先を競争入札により選定し、

安価で安定的な購入をサポート

・常備薬使用で調剤医療費のコス

トアップを抑制

・利用者が固定
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49153 - 北陸電力健康保険組合

STEP１-２ 保健事業の実施状況 「全健保組合共通様式」 

労働安全衛生法に基づく健診 被保険者 男女 18 ～ 65 無

従業員による自主的な健康目標の設定と健康

改善活動の実施

（母体事業所のみ）

被保険者 男女 18 ～ 65 無

従業員による職場環境チェック

（母体事業所のみ）
被保険者 男女 18 ～ 65 無

運動実践継続型健康教育

(母体事業所のみ）
被保険者 男女 18 ～ 65 無

一般職を対象にメンタル教育を実施 被保険者 男女 18 ～ 65 無

管理監督者対象のメンタルヘルス教育の実施 被保険者 男女 18 ～ 65 無

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１：３９％以下　　２：４０％以上　　３：６０％以上　　４：８０％以上　　５：１００％以上

定期健康診断 ・実施率　ほぼ100％

事業主の取組

事業名 事業の目的および概要

メンタルヘルスラインケア研修

・平成24年度から段階的に実施

・部下のメンタルに関する気付き力や対応力

の強化

ヘルスアップ宣言 宣言実施率：18.3％ ・社内イントラネットの利用
・宣言後のフォロー体制ができていない

職場環境チェック ・年２回実施 ・社内イントラネットの利用

課題及び阻害要因

振り返り

成功・推進要因実施状況・時期

・勤務時間内に受診可

・人間ドック受診による代用健診

共同

実施資格 性別 年齢

対象者

健康実践継続型健康教育 ・希望者を募集して年１回実施

メンタルヘルスケア教育

・平成24年度から段階的に実施

・メンタルヘルスに関する基礎的知識や自身

の気付きの強化等

これまでの保健事業の振り返り 

・事業費の制約もあり、保健事業はほぼ固定化されている 

・特定健診の被扶養者の受診率が伸び悩んでいる 

・40歳未満の若年者への働きかけが少なく、健診データも保持していない 

・事業主との連携による健康づくりの推進が必要 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

【　特定健診の実施率　】 【　特定保健指導の実施率　】

STEP１-３ 特定健診・保健指導の実施状況等 
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エ. (被扶養者の特定保健指導実施率）
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ウ. (被保険者の特定保健指導実施率）

動機付支援

積極的支援

94.1%

96.8%

98.4%

98.2%

94.9%

94.5%

60.0%

96.4%
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ア. （被保険者）

2013年度

2012年度

42.6%

47.8%

52.4%

54.2%

51.3%

42.2%

43.9%

48.6%

49.1%

44.5%

48.6%

53.9%

47.9%

52.4%

34.0%

49.1%
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イ. （被扶養者）

2013年度

2012年度

　ア、イ　→

　・被保険者より被扶養者の受診率が低い。

　・被扶養者の受診率は被保険者の半分

（被保険者）被保険者の特定健診については、

　　事業者が労働安全衛生法等に基づき実施した

　　健康診断結果のうち、特定健結果データを

　　健保組合が事業主から受領する。

（被扶養者）被扶養者の特定健診については、

　　市町村国保等指定の健診機関との集合

　　契約により、当該健診機関に委託して

　　実施しているほか、当健保組合が保健事業

　　として実施している人間ドック（費用一部

　　助成）や女性健診による。


　イ　→

　・被扶養者の年齢階層別の受診率は、55～59

　　歳が最も高い。

（被扶養者）55～59歳を中心に年齢階級が離れる

　　ほど、受診率が低くなる。

　・65歳以上の受診率は、特に低くなる。

　ウ、エ　→

　・被保険者より被扶養者の実施率が低い。

（被保険者）40～44歳より年齢階級が高くなる

　　ほど、実施率が低くなる。

（被扶養者）年齢階級による傾向はあまり見られ

　　ないが、65歳以上の実施率が低くなる。

　ウ →

　・被保険者の年齢階級別の実施率は40～44歳が

　　最も高い。

特　　　徴
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49153 - 北陸電力健康保険組合

STEP１-３ 特定健診・保健指導の実施状況等 

　オ、カ　→　・メタボリックシンドローム該当者の割合は、被扶養者より被保険者が高い。

（被保険者）「腹囲+高血圧+高脂血症」の割合が最も高く、次いで「腹囲+高血圧」「腹囲+高脂血症」が高い。

（被扶養者）「腹囲+高血圧」の割合が最も高く、次いで「腹囲+高血圧+高脂血症「腹囲+高血糖+高血圧+高脂血症」」が高い。

【　メタボ該当者・予備群＿判定基準項目割合　】

特　　　徴

0 5 10 15

腹囲のみ 

腹囲＋高血糖 

腹囲＋高血圧 

腹囲＋高脂血症 

腹囲＋高血糖＋高血圧 

腹囲＋高血糖＋高脂血症 

腹囲＋高血圧＋高脂血症 

腹囲＋高血糖＋高血圧＋高脂血症 

オ. （被保険者） 

2013年

度 
2012年

度 

単位：％ 

0 5 10 15

腹囲のみ 

腹囲＋高血糖 

腹囲＋高血圧 

腹囲＋高脂血症 

腹囲＋高血糖＋高血圧 

腹囲＋高血糖＋高脂血症 

腹囲＋高血圧＋高脂血症 

腹囲＋高血糖＋高血圧＋高脂血症 

カ. （被扶養者） 

2013年度 

2012年度 

単位：％ 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

生活習慣病レセあり 生活習慣病レセなし

健診非受診者 1,384 健診非受診者 429 955

基準範囲内 2,496 基準範囲内 347 2,149

保健指導基準値以上 1,698 保健指導基準値以上 341 1,357

受診勧奨基準値以上 763 受診勧奨基準値以上 229 534

服薬投与 1,562 服薬投与 1,287 275

　受診勧奨基準値以上の方で、生活習慣病レセなしの割合が高い。 　受診勧奨基準値以上の方で医療未受診者へは、受診に関する適切な

　 　支援を検討。

　健診非受診者(40歳未満）の方でも生活習慣病レセありの方が429人いる 　40歳未満の若年者についても、健康に関する意識付けを図る必要がある。

　ことが分かった。

　※「服薬投与」は問診回答数で、生活習慣病レセなしは「診療所を含む」

対策の方向性特徴

強制

STEP１-４ 生活習慣病における医療未受診者数と血液検査コントロール不良者数 

1384 

2496 

1698 

763 

1562 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

健診非受診者 

基準範囲内 

保健指導基準値以上 

受診勧奨基準値以上 

服薬投与 

429 

347 

341 

229 

1287 

955 

2149 

1357 

534 

275 

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

健診非受診者 

基準範囲内 

保健指導基準値

以上 

受診勧奨基準値

以上 

服薬投与 

生活習慣病レセあり 

生活習慣病レセなし 

キ.  （  生活習慣病・健診レベル判定と医療受診状況 ） 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

  疾病別一人あたり医療費を見ると、「循環器系」「内分泌・栄養代謝」「新生物」「呼吸器系」「消化器系」の

被保険者 　順に高くなっている。

　　ク.　被保険者１人当たり医療費

ク

STEP１-５ 一人当たり医療費（被保険者）  

0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000 16000 18000

09：循環器系疾患 

04：内分泌・栄養・代謝疾患 

02：新生物 

10：呼吸器系疾患 

11：消化器系疾患 

13：筋骨格系・結合組織疾患 

14：腎尿路生殖器系疾患 

07：眼・付属器疾患 

19：損傷・中毒・外因性 

05：精神・行動障害 

01：感染症・寄生虫症 

12：皮膚・皮下組織感染症 

06：神経系疾患 

18：他に分類されないもの 

08：耳・乳様突起疾患 

15：妊娠・分娩・産じょく 

03：血液・造血器・免疫障害 

16：周産期発生病態 

17：先天奇形変形・染色体異常 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

STEP１-５ 一人当たり医療費（被保険者）  

　　ケ.  循環器系一人当たり医療費

ケ
　・40歳以降、「高血圧性疾患」「その他の心疾患」が増加。

　・「高血圧性疾患」は「5０歳代」から急激に医療費が増加。

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳 65-69歳 70-74歳 

0901：高血圧性疾患 

0902：虚血性心疾患 

0903：その他の心疾患 

0904：くも膜下出血 

0905：脳内出血 

0906：脳梗塞 

0907：脳動脈硬化 

0908：その他の脳血管疾

患 
0909：動脈硬化 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

　【健康分布図】 【リスクフローチャート】

　コ.　（男性） 　サ.　（脳卒中/心疾患）

　シ.　（糖尿病）

コ

・肥満者の基準範囲内者の割合が、非肥満者の

　約３分の１となっている。

⇒肥満をできるだけなくすため、リスクに対する

　積極的な情報提供を行っていく。

サ. シ

　脳卒中・糖尿病リスクが受診勧奨レベルにあるのに、

　受診歴（未服薬者）が無い者がいる。また、服薬者

　であるにも係わらず血圧値やＨｂＡ１ｃ値が受診

　勧奨域にある「コントロール不良者」がいる。

　⇒未受診者への受診勧奨、コントロール不良者への

　治療支援などを検討する。

STEP１-６ 生活習慣病リスクと医療機関の受診状況等 

血圧測定実施者数 人

人 人 % 人 5.31 人 94.69

血圧

SBP＜130 &

DBP＜85mmHg
人 人 % 人 2.92 人 77.74 4,276 人 65.59 %

130≦SBP＜140

85≦DBP＜90
人 人 % 人 2.39 人 16.94 1,244 人 19.08 %

140≦SBP＜160

90≦DBP＜100
人 人 % 人 % 841 人 12.90 %

160≦SBP＜180

100≦DBP＜110
人 人 % 人 % 132 人 2.02 %

180≦SBP

110≦DBP
人 人 % 人 % 26 人 0.40 %

未受診者  コントロール不良者

6,519 実施率 100.00 %

３疾患レセあり ３疾患レセなし

1,562 人 23.96 % 4,957 人 76.04 %

140≦SBPまたは90≦DBP SBP＜140かつDBP＜90

572 人 11.54 % 4,385 人 88.46 %

高血圧レセなし 高血圧レセあり 特定保健指導終了者 特定保健指導未実施者

456 29.19 % 1,106 70.81 233 % 4,152 % 血圧　合計

290 18.57 % 449 28.75 128 % 3,409 %

74395 6.08 % 301 19.27 %

63 4.03 % 299 19.14 479 9.66

105 %

1.497 0.45 % 51 3.27

1 0.06 % 6 0.38 19 0.38

74

40.7%

30.2%

11.8%

17.2%

A.非肥満

1.基準範囲内

2.保健指導基準値

以上

3.受診勧奨基準値

以上

4.服薬投与

15.1%

28.2%

15.8%

41.0%

B.肥満

1.基準範囲内

2.保健指導基準

値以上

3.受診勧奨基準

値以上

4.服薬投与

HbA1c実施者数 人

人 人 % 人 人 96.35

HbA1c数値

～5.5% 人 人 % 人 人 66.33 1,760 人 58.03 %

5.6～5.9% 人 人 % 人 人 24.42 770 人 25.39 %

6.0～6.4% 人 人 % 人 人 5.60 268 人 8.84 %

6.5～6.8% 人 人 % 人 % 103 人 3.40 %

6.9～7.3% 人 人 % 人 % 61 人 2.01 %

7.4%～ 人 人 % 人 % 71 人 2.34 %

[再掲]8.4%～ 人 人 % 人 % 28 人 0.92 %

未受診者  コントロール不良者

2 0.25 % 17 2.10 9 0.40

16 0.728 0.99 % 47 5.80

13 1.60 % 34 4.20 14 0.63

31 1.3930 3.70 % 42 5.19

528 %

96 11.85 % 36 4.44 15 0.69 % 121 %

25 1.16 %206 25.43 % 11 1.36

HbA1c合計

283 34.94 % 4 0.49 39 1.80 % 1,434 %

79 3.65 % 2,083 %636 78.52 % 174

特定保健指導未実施者

%

HbA1c 6.5%以上 HbA1c 6.4%以下

61 人 2.74 % 2,162 人 97.26

810 人 26.71 % 2,223 人 73.29

21.48

%

糖尿病レセなし 糖尿病レセあり 特定保健指導終了者

3,033 実施率 46.53 %

３疾患レセあり ３疾患レセなし
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49153 - 北陸電力健康保険組合

　　 ス.  （後発医薬品の使用割合）

ス 後発医薬品の使用割合は、全組合合計を上回っている。

STEP１-７ 後発医薬品の使用状況 

0 10 20 30 40 50 60

0-4歳 

5-9歳 

10-14歳 

15-19歳 

20-24歳 

25-29歳 

30-34歳 

35-39歳 

40-44歳 

45-49歳 

50-54歳 

55-59歳 

60-64歳 

65-69歳 

70-74歳 

75歳以上 

合計 

年齢階層別ジェネリック医薬品使用率 ※201401月診療 

全組合合計 

当組合合計 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

特徴 対策検討時に留意すべき点 

基
本
情
報 

保
健
事
業
の
実
施
状
況 

基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 

STEP２ 健康課題の抽出 「全健保組合共通様式」 

・加入事業主の規模が大小あり、被保険者の約６割が母体事業 

主に集中し、事業所は北陸３県を中心に点在している。 

・母体事業主の健康診断では、39歳以下には「血液検査」を実施 

していない。 

・健保組合には、医療専門職が不在、保健事業スタッフも乏しい。 

・健保においては、各事業主の取組を把握していないことから、より事業を効果的・効

率的に進めていくために、事業主との意見交換を図り、協働を進めていく。 

 

・予防医学的な知識が必要な場面では、事業主の専門職や外部事業者を活用す

る。 

・被扶養者の特定健診受診率が伸び悩み 

・若年層への事業が限られている 

・加入者の健康管理面で事業主との連携が薄い 

・被保険者経由など、様々なアプローチによる受診推奨を検討 

・若年層からの意識付け、運動習慣づくり、事業主との連携によるアプローチを検討 

・事業主と産業医、保健師との生活習慣病に関する受診有無の共有等を検討 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

9,0 9,0 9,0 9,0 9,0 9,0 9,0 9,2 7 12 16

7
新

規
事業主との意見交換会

【目的】

事業主と健保による従業員の健康課題の共

有化

【概要】

定期的な意見交換の開催

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 3

・事業主の安全衛生管理体制等

に対する情報収集

・事業主毎の健康状況に関する

資料の提供

・継続実施
・時期計画策定に向けての

改善点の洗い出し
・定期的な情報交換会開催 ・従業員の健康意識の向上

7
新

規
加入者の健康意識調査

【目的】

加入者の健康意識や保健事業の認知度を

調査

【概要】

アンケートの実施と集約

被保険者 全て 男女 18 ～ 64 全員 1

・調査項目の選定と調査実施

・調査結果の事業主へのフィード

バック

・継続実施
・調査結果による改善状況

を把握し、二次計画に反映
・アンケート調査の実施

・被保険者の健康意識の向

上と保健事業の効果把握

14,0 14,0 14,1 15,0 15,0 15,0 15,0 15,0

保

健

指

導

宣

伝

2
新

規

オーダーメイド型健診結

果情報提供

【目的】

被保険者の健康意識向上をサポート

【概要】

健康状態を同世代や経年で把握できる情報

の提供（冊子・WEB）

被保険者 全て 男女 40 ～ 64 全員 1

・事業主、被保険者への実施内

容ＰＲ

・情報提供ツールの導入

・効果を把握して、被扶養者

や若年者への拡大を検討
・継続実施 ・ツールによる健康情報の提供 ・健康管理意識の向上

18,2 20,1 21,3 24,7 31,2 33,1 34,0 34,0

1

既

存

(

法

定

)

特定健診（被保険者）

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

事業主が行う定期健診と併せて共同実施

被保険者 全て 男女 40 ～ 74 全員 2 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施
・事業主への健診結果の速や

かな提供を依頼
・受診率 98％

1

既

存

(

法

定

)

特定健診（被扶養者）

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

受診券及び受診案内を送付し、受診機会の

拡大を図る

被扶養者 全て 男女 40 ～ 74 全員 1
・未受診者への定期的なフォロー

の検討
・継続実施 ・継続実施

・対象者へ受診券の配布

・未受診者への受診推奨案

内の配布

・受診率　77％

特

定

保

健

指

導

事

業

3

既

存

(

法

定

)

特定保健指導

【目的】

特定保健指導の受診率向上

【概要】

外部の保健師による個別面談指導

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準対

象者
1 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施

保健指導実施率

・動機付け支援　61％

・積極的支援　61％

・メタボリックシンドローム該当

者数の減少

7
既

存

機関紙発行及びホーム

ページ

【目的】

情報発信、健康意識の醸成

【概要】

機関紙「けんぽビュー」の発行（）

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～

（

上

限な

し）

全員 1 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施
・機関紙の自宅送付の継続

・ツールによる情報提供



・被扶養者への確実な情報

提供

・タイムリーな情報発信

職場環境の整備

個別の事業

加入者への意識づけ

特

定

健

康

診

査

事

業

保

健

指

導

宣

伝

(

予

算

措

置

な

し

)

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 
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49153 - 北陸電力健康保険組合

資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

7
既

存

ジェネリック医薬品の使用

促進通知

【目的】

調剤医療費の軽減

【概要】

慢性疾患・長期服薬者への通知の送付

被保険者

被扶養者
全て 男女 40 ～ 74

基準対

象者
1 ・配布基準、回数の適宜見直し ・継続実施 ・継続実施

・差額通知の配布（年２

回）

・ジェネリック医薬品使用率

％

7
既

存

「医療費お知らせ」の発

行

【目的】

受診状況や医療費負担の認識向上

【概要】

医療費のお知らせ発行

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施 　－ 　－

1
既

存
人間ドック

【目的】

総合ヘルスチェックおよび疾病の早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 1

・節目年齢（40歳から5歳ごと）

の受診者への費用助成増額の継

続実施

・継続実施 ・継続実施

・社内イントラネットやホーム

ページによる推奨

・被扶養者向けＤＭでの推奨

・特定健診受診率向上

1
既

存
がん自己検診

【目的】

新生物疾患の早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 30 ～ 74 全員 1

・受診者増加に向けた推奨策の

検討
・継続実施 ・継続実施 ・有所見者へのフォロー強化

・早期発見、がんリスクの低

減による医療費の削減

1
既

存
乳がん検診

【目的】

乳がんの早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成

被保険者 全て 女性 30 ～ 74 全員 1 ・小規模事業所への対応検討 ・継続実施 ・継続実施 ・事業所巡回型検診の実施 ・検診受診率の向上

1
既

存
家族向け女性健診

【目的】

特定健診の受診率向上

【概要】

巡回型の健診により受診機会を増加

被扶養者 全て 女性 35 ～ 74 全員 1

・実施時期、回数、会場について

見直し

・ＤＭによる個別案内の継続実

施

・継続実施 ・継続実施
・対象者への受診案内のＤＭ

送付

・特定健診受診率の向上

1
既

存
ＰＥＴ検診

【目的】

精密検査によるがんの早期発見

【概要】

受診者に対する費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 20 ～ 74 全員 1 ・継続 ・継続 ・継続

・社内イントラネット、ホーム

ページ等による推奨

・受診者数（20人程度）

の維持

7
既

存
インフルエンザ予防接種

【目的】

ワクチン接種による重症化予防

【概要】

各職場への巡回接種の実施、医療機関での

接種者に対する費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 64 全員 3 ・継続 ・継続 ・継続

・事業主と連携した職場巡回

接種の継続実施
・利用率50％の維持

7
既

存
家庭常備薬の斡旋

【目的】

安価な常備薬の斡旋

【概要】

購入希望者への有償斡旋

被保険者 全て 男女 18 ～ 74 全員 1 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施 　－ 　－

7
既

存
契約スポーツ施設

【目的】

健康の保持増進

【概要】

契約スポーツ施設（10施設）利用者への

費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～ 74 全員 1

・契約スポーツ施設とタイアップした

運動習慣づくりプログラムへの参加

者募集

・タイアップ施設の拡大を検

討
・継続実施

・運動習慣づくりプログラム参

加者募集

・新規利用者を含めた全体

利用者増

疾

病

予

防

体

育

奨

励

保

健

指

導

宣

伝
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49153 - 北陸電力健康保険組合

資格
対象

事業所
性別

対象

者
平成27年度 平成28年度 平成29年度 アウトプット アウトカム

目標（達成時期　：　平成29年度末）
予算

科目
事業名 事業の目的および概要

注２)

実施

主体

対象者 実施計画注１)

事業

分類
年齢

STEP３ 保健事業の実施計画 「全健保組合共通様式」 

7
既

存
健康ウォーキング登録

【目的】

歩行習慣による健康保持増進

【概要】

歩数登録ＷＥＢサイトの費用助成

被保険者

被扶養者
全て 男女 18 ～ 74 全員 1

・利用者が少ないことから、事業廃

止に向けてＰＲ
・事業廃止

直

営

保

養

所

7
既

存
山中グループ保養所

【目的】

心身の保養

【概要】

保養所でのリフレッシュ

被保険者

被扶養者
全て 男女 0 ～

（

上

限な

し）

全員 3 ・継続実施 ・継続実施 ・継続実施
・ホームページ等による利用促

進
・利用者増

　注１）　１．健康診査 　　２．健康診査後の通知　　３．保健指導　　４．健康教育　　５．健康相談　　６．訪問指導　　７．その他

　注２）　１．健保組合　　２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用　　３．健保組合と事業主との共同事業

体

育

奨

励
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